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市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る

地
下
水
の
有
効
利
用
を

過
去
の
経
緯
を
踏
ま
え

加
茂
川（
仮
称
）土
地
区
画
整
理
事
業
を
推
進
せ
よ

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
る

公
共
施
設
再
配
置
計
画
は
止
め
よ

学
習
塾
の
力
を
活
用
し
て

中
学
生
の
学
力
の
底
上
げ
を
図
る

　
緑
水
ク
ラ
ブ　
　
　
込
山　
弘
行

一　
地
下
水
利
用
の
考
え
方
に
つ
い
て

問　
市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
地
下
水

の
有
効
利
用
に
は
強
い
制
限
が
あ
る
た

め
見
直
し
を
す
る
と
し
て
い
る
が
、
現

在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
市

内
に
長
く
定
着
し
て
い
る
優
良
企
業
が

有
効
利
用
で
き
る
政
策
を
考
え
る
時
期

に
至
っ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
名
水
の
保
全
と
利
活
用
を
位
置
付

け
た
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
に
基

づ
き
、
地
下
水
量
を
保
持
し
、
市
民
共

有
の
財
産
に
ふ
さ
わ
し
い
利
活
用
の
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
企

業
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
地
下
へ
の
流

入
水
量
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、
市

民
や
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

持
続
可
能
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

要
望　
市
民
や
企
業
な
ど
が
地
下
水
を

有
効
に
利
活
用
で
き
る
よ
う
、
速
や
か

に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

二　
新
東
名
高
速
道
路
の
工
法
等
に
よ

る
環
境
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

問　
新
東
名
高
速
道
路
建
設
に
伴
い
、

残
さ
れ
た
自
然
環
境
を
守
っ
て
い
く
こ

と
は
行
政
の
大
切
な
役
割
で
あ
る
。
工

事
事
業
者
に
対
し
、
緑
を
増
や
し
、
ホ

タ
ル
の
生
息
地
を
守
る
よ
う
な
自
然
環

境
に
配
慮
し
た
工
法
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
る
な
ど
、
主
体
的
、
積
極
的
に
対

応
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
失
わ
れ
る
貴
重
な
自
然
の
代
償
と

し
て
、
ホ
タ
ル
が
住
め
る
よ
う
な
環
境

の
保
全
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。
上
地

区
新
東
名
対
策
協
議
会
の
要
望
に
対
し
、

ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
に
つ
い
て
地
元
と

調
整
を
図
る
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

　
民　
政　
会　
　
　
吉
村　
慶
一

一　
教
育
に
つ
い
て

問　
公
立
学
校
は
教
育
の
礎
で
あ
り
、

そ
の
努
力
を
補
佐
す
る
環
境
づ
く
り
こ

そ
が
政
治
の
役
割
で
あ
る
と
の
前
提
に

立
ち
、
中
学
校
教
育
の
現
状
認
識
を
問

う
。
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
の

比
率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
平
成
21
年
度
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
に
よ
れ
ば
、
国
語
と
数
学
に
つ

い
て
、
「
授
業
の
内
容
は
よ
く
わ
か
り

ま
す
か
」
と
の
問
い
に
対
し
、
本
市
の

生
徒
は
国
語
に
つ
い
て
、
わ
か
ら
な
い

７
・
７
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
わ
か

ら
な
い
21
％
、
数
学
に
つ
い
て
、
わ
か

ら
な
い
11
・
２
％
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
わ
か
ら
な
い
21
・
５
％
と
答
え
て
い

る
。

問　
学
習
塾
に
通
っ
て
い
る
生
徒
の
比

率
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

答　
同
調
査
に
よ
る
と
約
７
割
で
あ
る
。

問　
教
育
学
者
の
齋
藤
孝
氏
（
明
治
大

学
）
は
、
私
塾
に
高
い
評
価
を
与
え
て

い
る
。
塾
の
力
を
借
り
て
、
授
業
に
つ

い
て
い
け
な
い
生
徒
の
学
力
を
底
上
げ

す
る
場
を
、
教
育
委
員
会
が
用
意
す
る

方
法
を
ど
う
思
う
か
。

答　
学
習
塾
は
、
生
徒
の
学
習
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
う
が
、

ご
提
案
に
つ
い
て
は
帰
宅
時
の
安
全
確

保
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
先
進
市
の
事

例
を
研
究
し
た
い
。
学
校
現
場
に
地
域

の
力
を
借
り
る
方
法
は
現
在
も
実
践
し

て
い
る
が
、
民
間
の
力
を
借
り
る
場
面

が
あ
れ
ば
、
や
っ
て
み
た
い
気
は
あ
る
。

意
見　
教
育
現
場
の
負
担
増
に
な
ら
ず
、

学
力
を
底
上
げ
す
る
方
法
は
他
に
な
い
。

真
剣
な
検
討
を
お
願
い
す
る
。

一
般
質
問
は

２
面
・
３
面
に
も
掲
載

（

）

一

般

質

問

市議会では、市民の皆さまに議会の様子を広くお伝えするため、本会議映像のインターネット配信を行っております。ぜひご覧ください。インターネットで生＆録画中継 !!

　
民　
政　
会　
　
　
神
倉　
寛
明

一　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環
境

整
備
と
加
茂
川
（
仮
称
）
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て

問　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
地
は
、

し
尿
処
理
場
の
設
置
以
来
、
地
域
に
迷

惑
を
か
け
て
き
た
が
、
周
辺
地
域
の
環

境
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
日
常
点
検
の
徹
底
や
緊
急
停
止
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
の
ほ
か
、
環
境
問
題

に
関
し
検
討
し
、
安
全
・
安
心
に
努
め

て
い
る
。
利
便
施
設
の
設
置
や
弘
法
山

へ
の
散
策
路
な
ど
の
整
備
を
検
討
す
る
。

問　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
周
辺
道
路
の

整
備
計
画
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
収
集
運
搬
車
の
搬
入
ル
ー
ト
で
あ

る
市
道
63
号
線
は
幅
員
10
・
４
㍍
に
拡

幅
の
計
画
で
、
曽
屋
名
古
木
線
の
整
備

は
区
画
整
理
事
業
と
連
携
し
て
進
め
る
。

要
望　
利
便
施
設
は
、
弘
法
山
と
の
関

連
性
を
生
か
し
、
観
光
施
策
と
し
た
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
や
健
康
増
進
を
目
的
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

問　
平
成
２
年
開
始
の
加
茂
川
土
地
区

画
整
理
事
業
の
現
状
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
23
年
末
に
保
留
地
処
分
業
務
代
行

者
が
、
責
任
は
持
て
な
い
と
表
明
し
た
。

組
合
設
立
準
備
委
員
会
が
権
利
者
に
事

業
計
画
の
説
明
を
行
い
、
事
業
の
意
向

確
認
を
実
施
し
た
が
、
24
年
９
月
現
在
、

同
意
率
は
70
・
５
％
で
あ
っ
た
。

問　
市
は
保
留
地
を
購
入
す
る
の
か
。

答　
３
㌶
を
目
途
と
し
て
対
応
し
た
い
。

要
望　
当
初
、
政
策
決
定
し
た
区
画
整

理
事
業
と
の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

踏
ま
え
、
区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
委

員
会
に
対
し
直
接
、
市
の
考
え
方
や
支

援
策
な
ど
を
し
っ
か
り
伝
え
て
ほ
し
い
。

　
民　
政　
会　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
職
員
力
の
向
上
に
つ
い
て

問　
非
正
規
職
員
の
比
率
が
高
ま
る
中
、

非
常
勤
職
員
に
対
す
る
研
修
制
度
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
多
く
の
企
業
が
職

員
評
価
と
し
て
３
６
０
度
評
価
や
目
標

管
理
制
度
を
導
入
し
て
い
る
が
、
状
況

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
非
常
勤
職
員
に
対
し
て
は
、
服
務

・
倫
理
研
修
や
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
、
安

全
運
転
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

３
６
０
度
評
価
は
導
入
し
て
い
な
い
。

目
標
管
理
制
度
は
３
年
間
ほ
ど
実
施
し

た
が
、
目
標
設
定
に
労
力
と
時
間
を
非

常
に
要
す
る
こ
と
か
ら
現
在
は
廃
止
し

て
い
る
。

要
望　
ア
ル
バ
イ
ト
が
９
割
の
千
葉
県

の
遊
園
地
で
も
実
施
し
て
い
る
職
員
相

互
の
投
票
制
度
を
導
入
し
、
職
員
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　

防
災
行
政
無
線
の
戸
別
受
信
機

（
簡
易
型
）
に
つ
い
て

問　
近
隣
自
治
体
で
は
、
災
害
時
に
有

効
な
戸
別
受
信
機
を
住
民
へ
配
付
し
て

い
る
が
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
南
足
柄
市
は
一
部
補
助
に
よ
り
有

料
で
配
付
し
、
綾
瀬
市
で
は
希
望
す
る

世
帯
に
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
鎌
倉
市
で
は
、
安
価
な
受
信
機
で

あ
る
防
災
ラ
ジ
オ
を
、
放
送
が
聞
こ
え

に
く
い
家
庭
に
一
部
自
己
負
担
に
よ
り

有
料
で
配
付
し
て
い
る
。

要
望　
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や
南
関
東
地

震
な
ど
に
対
す
る
減
災
を
強
化
し
、
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
平
成
25
年
度
予
算
で
障
が
い
者
や

高
齢
者
な
ど
の
要
援
護
者
に
対
し
、
防

災
ラ
ジ
オ
の
導
入
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
を
導
入
し

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

　
日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭

一　
行
政
改
革
に
つ
い
て

問　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
お
け
る

な
で
し
こ
会
館
の
廃
止
な
ど
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
が
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
利
用
者
に
は
迷
惑
を
か
け
る
が
、

理
解
を
求
め
て
い
く
。
基
本
的
に
は
、

行
政
が
行
う
部
分
を
民
間
が
担
い
、
不

足
部
分
に
つ
い
て
は
サ
ー
ビ
ス
を
低
下

さ
せ
な
い
よ
う
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

二　
税
の
未
収
金
対
策
に
つ
い
て

問　
不
況
の
中
、
生
命
保
険
な
ど
を
差

し
押
さ
え
て
い
る
が
、
訪
問
な
ど
で
生

活
実
態
を
調
査
し
た
上
で
、
未
収
金
対

策
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。
ま
た
、

年
金
口
座
の
差
し
押
さ
え
は
あ
る
の
か
。

答　
市
職
員
が
滞
納
者
と
接
触
を
し
て
、

生
活
実
態
の
把
握
に
努
め
、
納
付
が
困

難
な
場
合
に
は
、
徴
収
猶
予
、
換
価
猶

予
、
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
な
ど
の
緩

和
措
置
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
年
金

口
座
の
差
し
押
さ
え
は
し
て
い
な
い
。

三　
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ

い
て

問　
平
成
26
年
度
ま
で
に
施
設
を
建
設

す
る
計
画
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
の
老

人
ホ
ー
ム
待
機
者
８
３
０
人
を
、
ど
の

よ
う
に
解
消
す
る
の
か
。

答　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
新
設
、

改
築
な
ど
で
１
５
６
床
、
老
人
保
健
施

設
で
１
０
０
床
、
地
域
密
着
型
施
設
で

29
床
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
18
床
、
合

計
３
０
３
床
の
増
床
を
計
画
し
て
い
る
。

待
機
者
は
、
軽
度
の
要
介
護
者
と
入
所

者
を
除
い
た
２
０
０
人
強
と
推
計
し
て

い
る
た
め
、
計
画
を
予
定
ど
お
り
実
施

し
、
解
消
に
努
め
て
い
き
た
い
。

防災ラジオの普及を

議
案
審
議
は

１
面
・
６
面
に
も
掲
載

（

）

議

案

審

議

教
育
委
員
会
委
員
に
髙
𣘺
氏
を
再
任
、
飯
田
氏
を
選
任

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
髙
橋
氏
を
再
任

監
査
委
員
に
風
間
議
員
を
選
任

人
権
擁
護
委
員
に
小
泉
氏
を
再
推
薦

秦
野
市
教
育
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に

つ
い
て

▼
要　
旨

　

髙
𣘺
照
江
委
員
、
加
藤
剛
委
員
の
任

期
が
平
成
24
年
９
月
30
日
に
満
了
す
る

こ
と
に
伴
い
、
髙
𣘺
委
員
を
再
び
選
任

し
、
加
藤
委
員
の
後
任
に
飯
田
文
宏
氏

を
新
た
に
選
任
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
全
員
）

秦
野
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

髙
橋
泉
委
員
の
任
期
が
平
成
24
年
９

月
30
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同

委
員
を
再
び
選
任
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
全
員
）

秦
野
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

議
会
選
出
の
大
野
祐
司
委
員
が
平
成

24
年
９
月
６
日
に
監
査
委
員
を
辞
職
し

た
こ
と
に
伴
い
、
後
任
に
風
間
正
子
議

員
を
選
任
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

同　
　

意
（
賛
成
全
員
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

小
泉
和
江
委
員
の
任
期
が
平
成
24
年

12
月
31
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

再
び
推
薦
す
る
も
の
。

▼
議
決
結
果

　

本
会
議　

適
当
で
あ
る
旨
答
申

議会のうごき
○８月
17日（金）	・代表者会議
	 ・議会活性化特別委員会

○９月
３日（月）	・議会運営委員会
６日（木）	・市議会第３回定例会開会
	 	 【傍聴者3人】
	 ・代表者会議・議会運営委員会
10日（月）	・本会議（議案審議）
	 	 【傍聴者なし】
	 ・決算特別委員会
	 ・議会運営委員会
11日（火）	・本会議（一般質問）
	 	 【傍聴者94人】
12日（水）	・本会議（一般質問）
	 	 【傍聴者13人】
	 ・議会運営委員会
13日（木）	・本会議（一般質問・議案審議）
	 	 【傍聴者24人】
	 ・代表者会議
14日（金）	・決算特別委員会【傍聴者１人】
18日（火）	・決算特別委員会【傍聴者なし】
19日（水）	・決算特別委員会【傍聴者なし】

20日（木）	・決算特別委員会【傍聴者なし】
21日（金）	・総務常任委員会【傍聴者12人】
24日（月）	・文教福祉常任委員会
	 	 【傍聴者10人】
26日（水）	・都市建設常任委員会
	 	 【傍聴者なし】
28日（金）	・議会活性化特別委員会

○10月
４日（木）	・議会運営委員会
	 ・市議会第３回定例会閉会
	 	 【傍聴者12人】
	 ・代表者会議・議会運営委員会
	 ・議会報編集委員会
５日（金）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合
	 　議会第３回定例会
16日（火）	・代表者会議・議員連絡会
	 ・議会活性化特別委員会
	 ・文教福祉常任委員会（現地調査）

○11月
５日（月）	・代表者会議
９日（金）	・議会報編集委員会
16日（金）	・代表者会議・議員連絡会


